
 

              平成２１年度事業計画 

 事業計画方針 

 (財)因幡街道ふるさと振興財団が指定管理者制度により管理運営を行なっています

が、昨年の世界的な経済悪化により各方面に影響がでています。観光業種も同様で、

昨年は鳥取県東部観光施設の観光客数は減少しています。しかし、２１年度は鳥取自

動車道の開通に併せ、関西、山陽、四国からの観光客誘致に取り組まなくてはなりま

せん。４月に行われる２００９鳥取・因幡の祭典や、これまでの事業全般について更

に検討し、効果的な事業に取り組みます。石谷家住宅の主目的である近代和風建築の

代表的な文化財産、石谷家住宅の管理運営。そして、石谷家住宅を中心とした歴史的

町並みが残る智頭宿を活かし、因幡街道沿いの文化施設との連携に引続き取り組みま

す。地域との連携も観光協会、地域住民とともに事業内容を見直し、石谷家住宅と智

頭宿を拠点とした観光振興を図ります。本年度も石谷家住宅、智頭宿、智頭町全般を

全国に発信する。そして、地域の文化財を認識することで地域住民の文化的意識の向

上と協力を図る。 

１ 理事会（予定） 

   Ｈ２１.０５. 平成２１年度(財)因幡街道ふるさと振興財団第１回理事会 

           ・平成２０年度事業報告 

           ・平成２０年度一般会計収支決算報告 

           ・平成２０年度特別会計収支決算報告 

 

   Ｈ２２.０３. 平成２１年度(財)因幡街道ふるさと振興財団第２回理事会 

           ・２１年度一般会計収支補正予算について 

           ・２１年度特別会計収支補正予算について 

           ・２２年度事業計画及び一般会計収支予算について 

                  ・２２年度特別会計収支予算について 

 

２ 事業内容 

 （１）文化美術品展示事業 

 ア 「日本刺繍展」 

    色美しい絹糸のなめらかな光沢が醸し出す優美な世界、日本刺繍。飛鳥時  

代に伝わったとされる刺繍の技術は、日本独自の刺繍へと発展していきまし  

た。島根県雲南市で刺繍文化の普及に取り組んでおられる千繍工房。普段目  

にする事がない世界を紹介して頂きます。  

 イ 森田尾山「書」展 （魅力ある展示補助事業） 

      鳥取県米子市淀江町在住。石谷家住宅の空間に併せた「書」の展示をおこな     



います。使用する和紙は、佐治町在住、岡村 實氏制作による物です。   

       ウ Ｓ氏コレクション展 

      大坂で４０年近く画廊を経営されている沢氏。長年にわたり作家とともに歩     

まれた年月のなかで、所蔵されてきた具象、抽象、現代美術作品を紹介。 

 

 （２）文化施設交流事業 

       ア 「石谷家寄贈名品展」ー鳥取県立博物館収蔵品からー  

      石谷家に伝承されてきた美術・工芸品を、先代、当代と、鳥取県立博物館に      

寄贈されました。その数々の中から選りすぐった名品を展示。 

    イ 昭和のおもちゃ展 ーわらべ館収蔵品からー 

      昭和３０年頃のおもちゃを中心に展示。 

    ウ 鳥取「わらべ館」との交流（わらべ館移動コンサート）  

  「秋桜コンサート」童謡・唱歌  

  

 （３）観光振興事業・国際交流事業 

ア「石谷家のお雛様と遊び雛」 

  家庭画報に掲載された石谷家のお雛様と智頭の町並み。毎年の恒例行事と 

して全国に発信。智頭町・石谷家住宅の知名度を高め観光客を増やしてゆく。 

 イ 八頭郡木材工芸振興会展   

八頭郡木材工芸振興会会員による作品を、県内外の来館者に紹介。 

ウ 智頭宿界隈の屋号表示 

  屋号の看板を、智頭宿の各家庭に協力をお願いして表示。訪れる観光客に 楽

しみながら町並みを散策して頂く。  

エ  智頭宿雪まつりと連携。 

  石谷家住宅「土間」をコンサート会場として提供。 

   

 （４）文化財保護啓発事業 

ア 智頭の枕田遺跡展 

 智頭の枕田遺跡から出土した縄文時代の遺跡を紹介展示。 

 

 （５）石谷家住宅の管理運営 

    ア 文化財としての建物及び庭園の管理 

      庭園特別公開 ５月・１１月  

      国登録記念物「石谷氏庭園」の魅力と庭園から眺める石谷家住宅を楽しむ。 

    イ 石谷家住宅の施設管理、防火訓練（年２回実施） 

      消火設備設置位置の確認と消火器具の点検、避難訓練。 


